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40、60 分間と抽出時間を変えてこれらを試料溶液とした。ポリフェノール量の測定は Folin-Ciocalteu 法にて行った。
抗酸化活性はラジカル消去能をDPPH法で測定した。またDPPHラジカル消去能はTrolox相当量として算出した。 
【結果】ポリフェノール量はA社、B社、C社の順に高かった。抗酸化活性は各試料とも20℃ と熱水とでは熱水抽出
の方が高く、また抽出時間が長いほど高い活性を示し、A社がB社、C社よりも高い値を示した。そこで、ポリフェノ
ール量と抗酸化活性の関係を見たところ、両者には高い正の相関関係が認められ、ごぼう茶の抗酸化活性はポリフェノ
ール由来によるものであることが示唆された。また今回の結果からごぼう茶のポリフェノール量や抗酸化活性には、ご
ぼうの原産地や種類の違いによって差異があることが明らかとなった。 
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